
〔1,本部事務局

1 法人運営の状況
(1)理事会の開催
ア 令和 2年度
開 催 日

開催場所

審議事項

報告事項

第 1回理事会

令和 2年  4月 10日
大分県総合社会福社会館

・評議員選任 ゆ解任委員会委員の選任について

。今和 2年度年間主要事業計画 (案)について
。第 6期大分県社会福祉事業団中長期計画の概要について

第 2回理事会

令和  2年  6月 12日
大分県総合社会福社会館

・令不露元年度事業報告及び決算報告について

。定款の変更について

つ諸規則の改正について

。定時評議員会の 日程及び附議する議案について

。監査報告について

。社会福祉充実残額について

。理事長専決事項について

第 3回理事会

令和 2年  8月 27日
大分県総合社会福祉会館

・施設長等の解任及び選任について

。前糸口厚生隠職員によるご利用者予頁か り金

窃取について

(ジュース代)の

第 4回理事会

令和  2年 10月 23日
アー トホテル大分
e評議員選任 。解任委員会委員の選任について
。令和 2年度第 1回補正予算 (案)について
・諸規則の改正について

。令不E2年度主要事業の進捗状況について
。県西都圏域における新規事業展開について

イ 令和 2年度
F矛号催 日

開催場所

審議事項

報告事項

ウ 令不唇2年度
開 催 日

開催場所

審議事項

報告事項

令和 2年度

Fガ弓催 ロ

開催場所

審議事項

エ

報告事項



オ 令和 2年度
開 催 日

開催場所

審議事項

報告事項

力 令和 2年度
F牙司催 日

開催場所

審議事項

報告事項

第 5回理事会

令和 3年  2月 19日
大分県総合社会福社会館

・令和 2年度主要事業の進捗状況について

・業績一露寺金の支給について

。県西都圏城における新規事業展開について

第 6回理事会

令和 3年  3月 17日
大分県総合社会福社会館

・業務執行理事の呼称について

。施設長等の任免について

・諸規貝llの改正について
。令和 2年度第 2回補正予算 (案)について
・令和 3年度事業計画及び当初予算 (案)について
・令和 2年度第 2園評議員会の日程及び附議する議案について

・県西都圏域における新規事業展開について

令不E 2年 6月  3日
大分県総合社会福社会館

令和元年 4月 1日 から令和 2年 3月 31日 までの事業年度に

おける理事の業務執行の状況及び財産の状況について

第 2回評議員会

令不置 3年  3月 26日
アー トホテル

。業務執行理事の呼称について

。令不母3年度事業計画及び当初予算について
a県西部圏域における新規事業展開について

(2)監事の監査
開 催 日

場  所
内  容

イ 令和 2年度
開 催 日

開催場所

報告事項

(3)評議員会の開催
ア 令和 2年度 定時評議員会
開 催 日 今和 2年  6月 26日
開催場所 大分県総合社会福社会館
審議事項  。定款の変更について
報告事項  。監査報告について

。令和元年度事業報告及び計算書類 (貸借対照表及び収支計算

書)等について
。九重町グループホームの開所について



(4)監事 との意見交換会の開催
開 催 日 令和  2年 10月 23日
開催場所 アー トホテル大分

(5)経営推進会議
ア 第 35瓢 (令和 2年  4月 )経営推進会議
開 催 日 令和 2年  4月 17日
開催場所 大分県総合社会福社会館
審議事項 目令和 2年度主要事業の進捗状況について

・新型コロナウイルスの姑策及び影響額について

イ 第 86回 (令和 2年  5月 )経営推進会議
開 催 日 令和 2年 5月 22日
開催場所 大分県総合社会福社会館
審議事項 ・令和 2年度主要事業の進捗状況について

ウ 第 37回 (令和 2年  6月 )経営推進会議
開 催 日 令不置 2年  6月 19日
開催場所 大分県総合社会福社会館
審議事項  。令和 2年度主要事業の進捗状況について

D第 24回大分県社会福祉事業国新型コロナウイルス
対策検討会議

第 38剛 (令和 2年  7月 )経営推進会議
開 催 日 令和 2年  7月 17日
開催場所 大分県総合社会福社会館
審議事項 ・令和 2年度主要事業の進捗状況について

。県西部圏域新規事業展開の進捗について

。第 26回大分県社会福祉事業瓢新型ココナタイルス
対策検討会議

エ

オ 第 39回 (令和 2年  8月 )経営推進会議
開 催 日 令和 2年  8月 21日
開催場所 大分県総合社会福祉会館
審議事項 ・令和 2年度主要事業の進捗状況について

。第 30圃大分県社会福祉事業国新型コロナタイルス
紺策検討会議

(新型感染症発生時における業務継続計画 (案 ))



力 第 40回 (令和 2年  9月 )経営推進会議
開 催 日 今和 2年  9月 18厨
開催場所 大分県総合社会福社会館
審議事項 ・令不目2年度主要事業の進捗状況について

◆事業実とヽ完検討会 (前期)結果について

。第 32回大分県社会福祉事業団新型コロナウイルス
姑策検討会議

キ 第 41回 (令和 2年 10月 )経営推進会議
開 催 日 令和  2年 10月 16日
開催場所 大分県総合社会福社会館
審議事項 ・令和 2年度主要事業の進捗状況について

。今和 3年度事業計画及び章初予算編成方針について
。第 34園大分県社会福祉事業団新型コロナウイルス

紺策検討会議

ク 第 42回 (令不隠 2年 11月 )経営推進会議
開 催 日 令和 2年 11月 20日
開催場所 大分県総合社会福社会館
審議事項 ・令和 2年度主要事業の進捗状況について

。第 36回大分県社会福社事業国新型コロナウイアレス
対策検討会議

ケ 第 43回 (令和 2年 12月 )経営推進会議
開 催 日 令和  2年 12月 18日
開催場所 大分県総合社会福社会館
審議事項 ・令不E2年度主要事業の進捗状況について

。第 38回大分県社会福祉事業団新型コロナウイルス

対策検討会議

コ 第 44騒 (令和 3年  1月 )経営推進会議
開 催 日 令和 3年  1月 22日
開催場所 大分県総合社会福社会館
審議事項 ・令和 2年度主要事業の進捗状況について

。第 40回大分県社会福祉事業国新型ヨロナウイルス
対策検討会議

・令和 2年度事業実践検討会 (後期)実施結果報告書 (VoL.6)
・ ICT導入検討プロジェク トの報告について



サ 第 45回 (令和  3年  2月 )経営推進会議
開 催 日 令和 3年 2月 19日

開催場所 大分県総合社会福社会館
審議事項  ・令和 2年度主要事業の進捗状況について

。第 42回大分県ネと会福祉事業団新型ヨロナ ウイルス

紺策検討会議

。第 5回理事会について

シ 第 46回 (令和 3年  3月 )経営推進会議
開 催 日 令和  3年 3月 22日
開催場所 大分県総合社会福社会館
審議事項  ・令和 2年度主要事業の進 |′歩状況について

・第 44園新型コロナウイルス対策検討会議
・第 2回評議員会

2 事務局業務の状況
設置経営している施設及び事業所等の適正な運営、業務の合理化 。効率化及びご

利用者サービスの質の l口鞠上等に努めた。

(1)会議等の開催
事業団の自立的かつ自主的な事業運営を円滑に推進するため、所属長会議等を

定期的に開催 した。

また、事業計画の実施状況等を確認、その内容を精査し、業務遂行上の課題を

抽出、検証等を行 うことで、ご利用者サービスの向上・安全確保、在宅福ネ」とサー

ビスの強化につなげるため、所属長経営面談座会及び各所属ごとに本部事務局と

事業実践検討会を実施した。

その他、全国社会福社事業団協議会等が開催する各不重会議等へのか加を予定し

ていたが、コロナ禍の中で、書面による開催や延期、もしくは中止となつた。

ア 所属長会議等の開催状況
F弄月催年 月 日会 議 名 開催年月 日 会 議 名

経営の強靱化を

検討する会議

令不日2年 6月 12日
令和 2オ手 6月 光9日

令不区2年 10月 22日
令稀 2年 10月 26日
令不厨3年 2月 10日
令秀目3年 2月 25日

宇佐地区合同

連絡会

令不日2年 5月 13日
令
｀
不倒2奪ユ6月 22日

令不日2毎19月 28日

令和 2年 12月 24日
令不日3年 3月 23日
令不日3年 3月  5日管理課長・支援課

長会議

所属長会議 令和 2年 4月 3日
令和 2年生5月 8日

令和 2年 5月 29園
令不日2年 6月 26日
令和 2年 7月 31日
令和 2年 8月 28日
令和 2年 9月 30日
令和 2年 10月 23日
令和 2年 11月 27日
令不日2年 12月 25日
令和 3年 1月 29日
令f厨 3年Ⅲ2月 15日
令不目3年 2月 26日
令不目3年 3月 26日 管理課長会議 (中止 )



ア

イ

△
ム の

の

管理栄養士会議 令和 2年■月30日 看護 'ジ ハビジ

担当職員会議

令不コ3年 2月 10日

親なきあと相談

支援者連携会議

(延期)

調理員会議 令不H8年 3月 10園

実 施 日 施 設 名 実 施 目施 設 名
地域総合支援

センター

令不日2年 5月 19日

令和 2年 7月 14日

令和 2年 9月 16日

令和 3年 1月 13日

糸 口通 勤 寮 令和 2年 5月 21日

令不]2年 7月 16日

令不日2年二9月 14日

令不日3年 2月  3日

な お み 園 令不日2ナギ 6月 16日

令不E2年‐9月 14日

令不日2オギ10月 13日

令
｀
和 3年 1月 25日

漢  泉  寮 令和 2年 6月 23周

令不固2年 8月 19:ヨ

令不日2年 10月 14日

令不目3年12月 9日

令和 2年 5月 20日

令不H2年 7月 15日

令不日2年 9月 16日

令不日3年 1月 13日

の ぞ み 園 令和 2年 6月 17日

令不「12年 8月 19日

令和 2年 10月 13日

令和 3年 2月 16日

日園はぎの園

地域生活支援

センターはざの

令不日2年 6月 16日

令不日2年 8月 17日

令
｀
不目2年-10月 12日

令不日3′ギー2月 2日

糸 目 学 園 令・不置2年二5月 19日

令和 2年 7月 14日

令不E2年 9月 15日

令和 3年 1月 14日

糸 園厚 生 園 令和 2年 5月 20日

令不鳳2年 7月 15日

令奉日2年 9月 15日

令和 3年 1月 18日

人 つ 星 の 丘 令不日2年 6月 23日

令不]2年 8月 20日

令和 2年110月 15日

令不日3年 2月  5日

糸 口第二厚生園 令和 2年 6月 17日

令不置2年 8月 19日

令不置2年 10月 14日

今奉E3年 1月 26日



の

エ 全国社会福祉事業国協議会主催の会議等の状況

会 議 種 別 予定場所 対 応

九州ガロック会議及び職員研修会 福岡市 書面による実施

全国社会福祉事業国大会 大阪市 延  期

九州フ
゛
コック職員研修会 那覇市 中 止

(2)表彰の状況
ア 永年勤続表彰
職員として、在職期間が20年以上で勤務成絞が良好な者に対し表彰状を授与
した。

O理事長表彰状
大分県糸劉学園

大分県 日調はぎの園

人つ星の丘

○理事長感謝状 (令和 2年
大分県なおみ園

○所属長感謝状 (令和

大分県糸口学園

支援第二課長

主任調 理 員

8月 31日 退職 )

園    長

2年  9月 26日 退職 )
主    査

恵

不E 俊
美智子

佐 藤 明 彦

野

口

木

飯

駐

大

イ 功労者表彰
退職者及び寄付者に対して、理事長及び施設長が感謝状を贈呈した。

施 設 名 実 施  日 施 設 名 実 施 日

地域総合支援

センター

令和 2年 6月 29日

令和 2年■月26日
糸 口通 勤 寮 不日2年 7月 20日

令不日2年 12月 15日

な お み 園
日

一
日

２

一
２碑一朝

２

一
２

日

一

日

不

，
不

ハ

甲

一
ハ

甲

澳  泉  寮 令和 2年 8月 4日

令和 2年 12月 4日
ハ
■
'

令

8月 6翔

年 1月 8日

２

一
３

不

一
不

の で み 園

令和 3年 1月 6日
令和 2年 7月 29日 日ロヨはぎの園

日

一
日

「こ‥よ
　．　一Γハ＝）

２

一
観
一萌
年
一年
孵
一嗚

不

・

不

令
一令

糸 口 学 躍 令和 2年 8月 25日

令和 2年 12夷 2日
地域生活支援
センターはぎの

令不日2年 12月 22日
令
｀
不日2年 8月  7日糸 口厚 生 医 令和 2年 8月 27日

令和 2年 12月 21日

入 つ 星 の 丘

糸口第二厚生園 月

月

年

年

8

1 2

5日

8日

２

一
２御一抑

小 深 躙 誠



O理事長感謝状 (令和 2年 10月  6日 寄付者 )
大分県社会福祉事業副     八つ星の辮  早 田 和 幸 氏

○理事長感謝状 (令和

大分県糸コ厚生園

2年 12月 11日 退職 )

副園攀  相 本 雄一郎

○理事長感謝状 (令和 3年
本部事務局

大分県なおみ園

大分県糸目第二厚生園

大分県糸口学園

大分県糸口厚生園

3月 31日 退職 )

理事兼なおみ震長

園    長

主獲:健鋼鐵め

雄

子

二

聖

子

り
　
　
　
喜

貴

る

誠

　

美

井

藤

野

田

村

穴

加

日

藤

野

O所属長感謝状 (令和 3年  3月 31日 退職者 )
地域生活支援センターはぎの  塾欝翻鰤聯授
地域総合支援センター     主    査
地域生活支援センターはぎの  主任 支 援 員
地域総合支援センター     支  援  員

矢 野
触l 下

森 山
角

希

子

り

明

ゆ

有

聡

さ

博

夕 全国社会福祉事業団協議会長表彰
事業団職員として 20年勤続 した 3名及び実務研修論文入選者に対し、全国社
会福祉事業団協議会理事長から表彰された。

○永年勤続表彰

大分県糸 口学園

大分県 日田はぎの園

人つ星の丘

O実務研究計l命文入選
大分県糸 岡第二厚生露

大分県なおみ躍

支援第二課長

主任 調 理 員

管理 栄 養 士

支  援  員

智

和

美

野

口

木

飯

脇

大

実

樹

愛

英

所膳

轟

恵

俊

子



3 事業の実施状況

(1)法人経営における現状と課題
令和 2年度は、新型コロナウイルス感染症 (以下 「コロナJと いう。)による緊急

事態宣言で始まる異例の年度となった。それまでの生活スタイルや人と人との関わり

の中で生み出されるコミュニケーションのあり方も大きく変化し、数々の制約と新た

な生活様式による日常を余儀なくされたQ

そのような中、当法人では、有する福祉サービスの拠点において、求められるニー

ズに最大限応えるべく事業の運営を行つた。コロナ禍にあつても、ご利用者にとつて

の安全で安心かつ供適な生活と自己実現を目指すことができるよう、全職員一丸とな

つてさまざまな工夫のもとに支援を行つた。感染症姑策についても、基本的な感染対

策の徹底のほか、マニュアルの見直しやシミュレーションの実施等による感染防止体

制の整備を積極的に行つた。法人内において感染者が出なかったことは、大きな成果

とも言える。

法人の経営基盤の強イ監としては、所属長経営面談座会や各種会議・研修等を通して、

より安定した組織体制の確立につなげるとともに、組織運営及び経営意識の高揚を躍

つた。また、会計監査人による往査や内部監査を通して、より明確で効率的な事務処

理の徹底と業務の最適化を図った。

地ま】支福社については、社会資源として求められているニーズにできる限り応えるこ

とができるよう努めた。地域生活支援拠点の受託への準備や共生型サービスの充実等、

地域共生社会の実現に向けて取り組むことができた。

さらに、人材確保に向けた広報活動として、コロナ禍にあつても有効な方法を駆使

しながら福社の理解促進を区つた。併せて、魅力発信 と同じヨンセプ トである「笑顔

と思いや りJを もつて職員が支援できる職場環境づくりを目指し、職員教育と雇用環

境のよリー層の充実につなげた。急速に進化している ICT(情 報通信技術)につい
ても一部導入をし、効果的かつ効率的な職場環境を整えることができた。

このように、法人を挙げて取り組んできた一方で、ご利用者預かり金管理及び労務

管理の不備並びに職場環境を悪化させる行為といった事案がみられた。これを受け、

原医lと 再発防止に向けた対応策を法人全体で共有 し、ヨンプライアンスの遵守につい

て徹底を図った。この事案を真摯に受け止め、今後もご利用者やご家族に安心してご

禾ll帰いただけるよう、適切な管理及び運営に取り組んでいく。

(2)重点方針への取り組み
ア ご利用者主体の良質なサービスの提供
求められるニーパに最大限応えることで、ご利用者やご家族の望む暮らしができる

よう、専門的で質の高いサービスの提供に努めた。

施設で生活するご利用者については、安全で安心かつ快適な生活を目指すことがで

きるよう、さまざまな工夫のもとに支援を行つた。コロナ禍の中、特にご利痛者のス



トレスには留意をし、制約のある中でも楽しめるよう園内行事を充実させる等するこ

とで、ご禾U用者の笑顔につなげた。また、作業療法士、言語聴覚士、看護職員、管理

栄養士及び支援員等による多職種協働でのリハビリテーションについて、萎員会での

検討や分析を重ねながら転倒や誤聴事故の防止に向けて取り組み、心身機能の潅持
と

向上を図つた。

地域で暮らすご利用者については、ライフステージに応じた支援を行い、自立した

生活を送り続けることができるよう努めた。地域生活を支えるため、コロナ感染防止

対策を徹底し、必要とされるサービスの提供を継続して行った。

感染症対策については、基本的な感染姑策の徹底に加え、マニュアルの見直しやシ

ミュレーションの実施等による感染防止体細の整備を積極的に行つた。また、緊急事

態宣言時には職員に特別休暇を付与する等、職員がウイルスを所属内に持ち込まない

ための方策を講じ感染防止に努めた。ご利濡者、職員ともに法人内においてコロナ感

染者が出なかったことは、大きな成果とも言える。

さらに、障がいが多様化 している現状をふまえ、研修や会議を通して障がい特性に

応 じた支援スキルの角上を目指すとともに、人権1薙護と虐待根絶のさらなる徹底を区

った。併せて、職員間でのコミュニケーションを活発化させ、ご利用者主体のサービ

ス提供の強化を図つた。

イ 社会福祉法人として信頼される組織運営と経営基盤の強化
法人の経営基盤のさらなる強化を目指し、毎月の経営推進会議において主要事業の

進‡′ナ状況等の確認をするとともに、日々変化するコロナの感染拡大状況にかかる情報

の共有や対応についての検討を重ねた。また、所属長経営面談座会や経営の強革】化を

検討する会議、宇佐地区合同連絡会を定期的に開催 し、有する課題に対 し法人本部と

所属が一体となり検証することで、より安定した組織体制の確立につなげた。さらに、

会計毯査人による往査や法人内部での監査を通し、より明確で効率的な事務処理の徹

底と業務の最適化を図つた。

収支については、コロナの影響による飲食産業の冷え込みやサービスの利用控えが

みられ、当初予算達成について危惧された。 しかし、代替する漏文組の考案や柔軟な対

応、そして外泊や帰省の自粛に伴う利用疇数の増加により、法人全体の当初予算は大

幅に達成をすることができた。

防災姑策としては、各所属において実態に景置した防災・防犯訓練を行い、防災意識

の向上を図った。実際に豪雨による避難が必要となった際にも、避難場所の変更を余

儀なくされたにもかかわらずスムーズな避薙ができ、ご不ほ帰者の安全につなげること

ができた。

ほかにも、さらに質の高いサービスの提供を目指すために必要な容観的評価を取り

入れる観点から、人つ星の丘デイサービスセンター和々において福社サービス第二者

評価の受審を行い、高い評価を得た。



ウ 各圏域における福祉の推進
コロナ禍により地

'或

との関わりが制限される中、各所属の特色を活かし、できる限

り地ま或のニーズに応えることができるように取り組んだ。各圏域において、障がい児

者の生活をナ也域で支える地域生活支援拠点のニーズを法人が受けるべく、地域との連

携を図りながら次年度の受託に向けて準備を行つた。また、人つ星の丘の通所介護で

は定員近くまでご利用いただける日も増え、共生社会の実現に寄与することができた。

「障がい者雇用率向上紺策室」では、雇用ア ドバイザーと就労定着アドバイザーが

「障害者就業 。生活支援センター」の職員とともに一体となって障がい者雇用の推進

を図つた。残念ながら大分県の障がい者雇用率は全国順位を下げたが、雇用数の目標

値は大幅に達成することができ、求められる役割を果たすことができた。

工 人材確保及び育成と働きがいのある職場づくり
前年度に引き続き広報担当理事を中心に広報活動の充実に努めた。法人ホームペー

ジのリニューアルにより、各所属における活動等のタイムジーな掲載が可能となり、

法人の魅力発信とともに法人への理解促進を図つた。今年度はコロナ禍により大学等

への訪間ができなかつたが、学校イ員llと の連携を図るとともにオンラインによる法人説

明会を実勉し、職員採用試験における多数の受験申込みにつながった。合格後の辞退

があったため職員採用試験を 2回実施したが、結果として一般職を含め26名 の職員

を採用することができた。

また、「笑顔と思いやり」をもつて支援できる人材の育成を目指し、各種研修や委

員会を通して人権意識の向上を図るとともに、日々のOJTや 面談等を通して働きが
いや責任感の醸成及びメンタル面の把握を行つた。さらに、年次有給休Я限取得の促進

や時 FH辱外労働肖J減等、よリー層の雇用環境の向上に努めた。

一方で、ご利用者預かり金管理及び労務管理の不備並びに職場葉境を悪化させる行

為といった事案がみられた。事案の経過を確認 した上で原因を探 り、再発防止に向け

た対応策とコンプライアンスの遵守について法人全体で周知徹底を区つた。

ヨロナ禍において急速に進化している ICT(情 報通信技術)については、プロジ
ェクトにて継続して協議検討を行い、勤怠管理システムや介護ロボント等を一部の所

属で導入した。業務の効率化が図られただけでなく、ご利用者の安心と安全につなげ

ることができ、本目乗効果を生み出すことができた。

4 職員の健康管理及び福利厚生
一般定期健康診断及び 30歳以上の職員に対する生活習慣病予焉方健診等、全職員の健

康診断を実施した。また、夜妻力従事者に対 し、年 2回の健康診瞬を実施 した。

予定していた職員互助会活動によるンクリエーションは、コロナの影響を受け中止と

なつた。そのため、事業団オジジナルの商品を扱った織員互助会福利厚生カタログにて

会員に還元し、会員からの好評を得た。



5 各所属の運営方針に基づく事業の成果と課題
ア 地域総合支援センター
地域生活を継続するための包括的サービスを提供する事業所としての強みを活かし、

子どもから高齢者までのご利用児・者が安心して日常生活を送ることができるサービ

ス提供を心がけた。

新型コロナウイルス感染拡大により、児童通所事業と居宅介護等の在宅支援におい

て利癬控えが目立ったが、サービスを必要とするご利用者ニーズに応えるため、感染

防止対策を徹底 しながらF汗罵所を継続した。豊後高田市では、未就学児の受入れニーズ

に対応すべく、どんぐり河内において児童発達支援を用矛司始し、支援機能を強化した。

就労支援事業では、ヨロナ襴でも通所するご利用者の就労意欲に応えるべく安定作

業を維持したことで、利用率は安定していた。就労支援事業収入では、カフェレス ト

ランの来客教減による影響はあつたが、積極的な営業活動等により、前年度からの減

少幅を抑えることができた。

質の高い福祉人材の育成については、サービス向上のスピーチや虐待 l`方止委員会

(毎月開催)での定期的な支援内容の検証等により、人権意識の向上が図られた。

イ 大分県渓泉寮
利用者一人ひとりの思いを実現するため、個々の特性や日常生活状況等に考慮した

個別支援計画を軸に、多職種協働で安全で安心かつ健康な生活が送れるよう、自立支

援に向け取り組んだ。コロナの関係で行事等の縮小を余儀なくされたが、外出行事に

ついては県然を県内に変更し実施した。

また、循環型施設としての機能を発揮し、ご禾U用者のニーズに沿い地域移行に 12
名、施設移行に 3名つなげ思いを実現させることができた。

地域の生活困窮者に対しては、各関係機関との連携を図り、安心して過ごせる居住

の場や就労の場を提供することで自立に向けた支援を行い、自立につなげることがで

きた。また、露常生活支援住居施設を令和 2年 10月 から開始し、単独での住居が困

難な生活保護受絵者に姑し、一定の支援体制を整え支援を行った。

Fノ 大分県のでみ園
組織力強化を目的に、ノージフトケア推進事業委員会、リハビリテーション強化委

員会、人材育成強化委員会、組織力向上プロジェクトを設置し、さらなるご利用者支

援の向上に努めた。 ジフ トや生体センサーの導入により、「抱えない支援」の必要性

の周知及び支援技術の向上に努め、健康状態の「見える化」により、ご利用者の安全

◆安心と職員の心身の負担軽減につながつた。また、ヅハビジテーションの強rとのた

め、多職種協働による生活ジハビリの推進に努め、残存機能、聴下機能の維持、強rと

に取り組んだ。

士也域支援では、ふれあいサロンのぞみの機能を活かし、地域生活支援捉点等の整備

に向け関係機関との連携を強化した。



さらに、人材育成プログラムを作成し、個々に応じたO」 Tを実施することで、高

い人権意識をもつた質の高い職員の育成を推進した。

工 大分県糸口学園
新型コロナウイルス等の感染症姑策を徹底した安全で安心な生活環境の中、ご利用

児者が楽しめる工夫した日課や様々な代替行事を実施し、笑顔あふれるサービスの提

供に取り組んだ。

支援第一課では、誤喋、転倒等の事故防止対策の徹底を行い、各種専門職と連携を

とりながら支援を行った。強度行動障がいをもつご利用者支援については、専門的支

援技術のよリー層の向上が必要であり、障がい特ll生に姑応できる住環境の整備 という

課題が残つた。

支援第二課では、発達障がい児や重度障がい児に対し、視覚釣支援を中心とした乗

境の整備と支援プログラムを提供 した。また、児童の自立に向けた「愛着」と「自己

肯定感」の育成のための専門的支援に取り組んだ。

人材育成については、ヨロナ禍の中で県外の先進地視察はできなかつたが、外部講

師の派遣による専門研修を受け、人権意識の向上と専閣的支援技術の獲得を躍つた。

オ 大分県糸目厚生園
園内に活気があり、安全で居心地のよい生活の実現に努めた。ご和と用者の意向を尊

重し、例年のように外出や帰省ができないご利用者の楽 しみの選択肢を増やした。ま

た、多職種協働でのリハビジテーションと口腔ケアの定着を図り、心身機能の維持及

び向上につなげた。

共同生活援助では、希望される暮 らし方への転換も支援 しつつ、関係者 と連携を取

りながら、安定 した生活が継続できるよう支援体制を強化 した。

地
'ュ

友福祉においては、配食サー ビスを継統するとともに、地域生活支援拠点整備事

業の実施に向けた体制づくりができた。

働きやすい職場づくりとして、ワークライフバランスの推進と職員のモチベーショ

ンの向上を図った。一方で、ご利用者予買かり金管理にかかる不備がみられたため、原

因の究明と再発防止への取り組みを徹底 し、金銭管理の体制を強化 した。

力 大分県糸口第二厚生園
ご利用者一人ひとりの思いや希望に耳を傾け、今できる最大限の取組みを行った結

果、ご利用者がス トレスを感じることなく、笑顔がみられる生活の提供ができた。ま

た、多職種協働による専門 a生活 ヅハビジを継統して行い、身体機能低下防止や転御

事故防止に努めた。感染症予防姑策にも徹底して取り組み、感染症の発生はなかった。

さらに、 ICT(情 報通信技術)の積極的な推進を行 うことで、業務の効率化が図
られ、ご利痛者に寄り添う時間をこれまでよりも長く持つことができるようになつた。

併せて、職員の働き方が視覚化ができたことで、働き方への助言 C指導が容易となり、



よリー層働きやすい職場づくりが可能となつた。

在宅障がい者の対応については、感染症状況を見極めながら、可能な限 り受け入れ

を実施 し、地域における社会資源 としての役割を果たせるよう努めた。

キ 大分県糸目通勤寮
ご禾ll用者個々が望む地域生活の実現に向け、丁寧なアセスメントに努めた。生活ジ

ズムの構築や生活上で生じる課題を乗り議える力、就労意欲を継続するために必要な

達成感、生活に潤いを与える余暇の過ごし方などの会得について、事業所独自の訓練

プログラムを用いて支援した結果、 11名 の方が共同生活援助を含めた地域での生活

に移行することができた。地域での生活を始めた後も、自立生活援助事業や就労定着

支援事業を活用し、生活の困りごとや就労面の課題に対し、ご利用者が地域の中で健

康かつ安心した生活を送り続けることができるようにご利用者に寄り添つた。

職員育成においては、専門始知識の習得と権泰↓擁護の認識についての再確認を行い、

ご利用者主体のサービス提供のさらなる強化を目指した。また、日常的に業務のスリ

ム化や効率化を図り、「笑顔で働き続けたいどと思える職場づくりに努めた。

ク 大分県なおみ園
新しい生活様式を模索しながら、ご利用者への安全で安心のサービス提供を心がけた

が、誤薬事故及び骨折事故が発生した。そのような中、職員が一九となり、業務改善や

仕事イこ対する意識改革を積極的に敢り組んだ結果、年度後半には、若いご禾ll用者を中心

とした個別支援の充実、楽しみのある行事を職員全員で考え、創意工夫し、生活満足度

の向上に邁進することができた。

地域サービスにおいてlま、地域に暮らすご利用者のニーズに応じたサービスを提供す

ることで安心と信頼が得られるよう努め、地域との連携の強化に努めた。

また、人材育成においては、人権意識の高い職員の育成を図り、意思決定支援に基づ

く佃別支援の充実に取り組んだ。ご利用者個々の特性に応じた支援方法の統一を区り、

職員周士のコミュニケーションを図りながら、ご利用者の安全と安心を確保しつつ、ご

利用者一人ひとりの思いに寄り添い専門職の視点に立ったサービス提供に努めることが

できた。

ケ 大分県 日語はぎの園
ご利痛者の望む生活が送れるよう、意思決定を尊重 しニーズに寄 り添つた活動を支

援 したことで、ご利用者の笑顔が多く見られた。また、加齢による機能低下を防止す

るため、多職種協働でリハ ビジに積極的に取り組んだことにより、転倒事故による入

院者はなかった。さらに、必要に応 じて感染症予防マニュアルを都度更新、周矢Eし、

全職員一丸 となつて感染症対策に取 り組んだ。

共同生活援助においては、単身生活への移行を目的とした方から、生活の安心を求

める方まで、個々のニーズに応 じたきめ細やかなサー ビスを展開した。在宅サー ビス



については、ヨロナ禍においても地域のニーズに対応することで、社会資源 としての

役害Jを果たした。

多様化する障がい特性に対応できるよう、体系的に研修を実施 したことで、職員が

自信 を持つてサービスを提供でき、モチベーションの向上につながった。

コ 地域生活支援センターはぎの
各種福祉サービスの特色を活かし、地域で暮らす障がいのある方のニーズ等の把握

に努め、見通しのある支援を行った。コロナ禍にあつても求められるニーズに応える

ことで、ご本人とご家族の笑顔や安心感につなげ満足度の向上を図つた。

また、九重町でネ刀の共同生活援助事業『 ここのえ夢ホーム』の運営開始では、圏域

の特性や実ll青に沿つた検討を行い、住まいの場の提供だけではなく、日中活動の場と

一体化 した支援体制の整備を行った。

専門性の高い福祉人材の育成として、耳言毎場内研修等を主に実施した。また、職場肉

の雰囲気づくりを大切にし、職員同士で感謝を伝え合うことで、明るく風通しの良い

職場づくりに努めた。

サ 人つ星の丘
ご利用者一人ひとりの笑顔や楽しみを引き出す とともに、自分らしい生活を維持す

るために重要な身体機能維持のためジハビリの強化を区つた。また、日腔ケアを徹底

することで入院日数の減少につながった。介護技術や高齢者福社に姑する意識をより

高め、ご利用者のこれまで歩んできた人生や意向に寄り添う支援を重視 した。

共生型の通所事業では、各福祉サービスの枠組みを超えた幅広い方々に利用してい

ただくことでお互いを理解 し、思いやりをもつて過ごすことを目指した。看護師専従

の特色を活かして医療的ケア児・者を受け入れ、地域ユーズに対応した。

さらに、高齢化に伴 う転倒、事故等を予測できる観察力、洞察力を養い情報共有を

徹底することで職員間のコミュニケーションを活発に行い、働きやすい職場づくりに

努めた。



役員等 理 事 驚 事 評議員

定 数 6 2 7

現 員 6 2 7

資料 1

役員等の状況 (人 )

5 職員の配置状況
(1)事務局 (法人本部 ) (人)  (2)派 遣職員 (人 )

職員配置体制図

副部長が兼務

事 務 局 長

総務企画部長

総務企画部副部長

(兼)総務課長 企画課長

役員等配置体制図

(業務執行理事)

常務理事

総務企画部門担当理事

広報担当理事

理事 (兼名誉会長 )

理事

理 事 長

評

議

員

会

理

事

会

監 事

職
　
　
名

常
務
理
事
兼
事
務
局
長

理
事
兼
総
務
企
画
部
長

総
務
企
画
副
部
長
兼
総
務
課
長

企

画

課

長

主
幹
兼
総
務
係
長

主
幹
兼
企
画
係
長

主
　
任
　
垂
砦
　
記

圭
瀬
　
　
　
記

計

現員 1 1 1 1 1 1 1 3 10

派
　
遠通
　
先

大
分
県
障
が
い
者
体
育
協
会

計

現員 1 1



資料 2

苦 情 相 談 の 内 容

合計
ケアの ,六l

容に調す
ること

l国人・家
族 こ交友
に関する
こと

関
と
に

こ
備
る
設
す

生活の不

便に関す

ること

関

と
に

こ

事

る

行
す

小計
その他

42 42地 域 42

49 49渓泉寮 12 36 1

30のぞみ 9 9 3 9 30

40学 劇 15 1 16 24

92厚生 lttl 9 60 8 10 87 5

28 131 131ヴ早 103

23 23通勤寮 23
9なおみ 2 3 8 1 9

172はぎの国 153 19 172

センターはぎの

1 43 43人つ星 の丘 6 34 1 1

602 29 631

本目    司疑

合 計 38 478 15 21 50

5 5地 域 5

34渓泉寮 7 26 上 34

30のぞみ 9 9 3 9 30

14学  園 4 1 5 9

厚生園 3 31 3 4 41 2 43

15 31 31厚 16

23 23通勤寮 23
9なおみ 2 3 3 1 9

98はぎの園 92 6 98

センター子まぎの

1 1 1 42 42入つ星の 丘 6 33

318 329

事業者

/1ヽ言|・ 27 242 10 15 24
37地 域 37 37

15渓泉寮 5 10 15

のぞみ

11 11 15 26学 医l
46 3 49厚生園 6 29 5 6

100厚 87 13 100

通勤寮

なおみ

74 74はぎの園 61 13

センターはぎの

1人つ星の丘 1 1

第二者
委 員

26 284 18 302ノト含Ⅲ 11 236 5 6

50 602 29 631

″
午
洛
月

決

計 38 478 15 21

地 域
渓泉寮

のぞみ

学  園
厚生園

犀

通勤寮

なおみ

はぎの園
センター,まざの

人つ星の丘

未

　

　

　

決

諸

29 631

結

果

合計 38 478 15 21 50 602



資料 3

令不畳2年度各種委員会 。研修の状況

ア 各種委員会

イ プロジェク ト

会 議 名 開 催 年 月 日 会 議 名 開 催 年 月 日

チハげリテーション委員会 令和 2年 5月 28日

令不日2年 8月  3日

令和 2年 10月 2日

令和 2年 11月 17日

令和 3年 2月 1日

広報委員会 令不日2年 5月 22日

令和 2年-6月  2日

令不日2年 7月 3日

令和 2年110月  6口

令和 2年 11月 6日

令和 2年 12月 3日

令和 3年 1月 7日

余・奉日8年i2月 15日

令和 3年 3月 8日

サーがス向上委員会 令和 2年 5月 15日

令不目2年 6月 24日

令和 2年 8月 26日

令和 2年 10月 20日

令和 2年 12月 3日

令和 3年 2月 4日

経営 E女革推進

委員会

令和 2年 6月 10日

令和 2年 10月 16日

令和 3年 3月 9周

会 議 名 開 催 年 月 日 会 議 名 開 催 年 月 日

ICT導入検討

プロジェク ト

(1班 )

令和 2年 5月 18日

令和 2年 7月 30日

令和 2年 10月 8日

令不目2年H月 6日

ICT導入検討

プロジェクト

(2班 )

令不日2年 8月 17園

令和 2年 10月 27日

令和 2年 11月 12日

令不母2年112月 16日



ウ 実践事例研修会

種 類
受講

人員
研 修 内 容 発 表 者 実施月 日

実践事例

研修会

42

あいさつ

委員会活動報告①

fジ ハビジテーション委員会」

委員鞭

「`l片ビス向と捺員会】

委員会活動爺告③

「広報委員会ど

実践報告①

令不瞬元年度実務研究論文 [佳作 3

「低栄養状態にあるご利用者の多

職種協fり手による支援について」

実践報告②

令和元年度実務研究論文 [佳作:

「障がい者の「働く」を支える支

援とは～障害者就業・生活支援セ

ンターにおける個別支援計画の活

用を考える～」

活動報告①

fICT導入検討プ解ジェクト

(1斑勤怠管理システム 12班灸

護ロボント等)」

活動報告②

「大分県渓/Fk寮の敗紅についてJ

(日 常生活支援住居施設事業や職

員研修会など)

活動報告③

「宇佐士也妬合同連絡会についてぃ

F芽]会あいさつ

理事長

地域生活支援センターはぎの

主車↑兼地域係長

霞田はぎの園

主幹兼支援係長

地域総合支援センター

支援係技

糸婢学園 支援員

渓泉寮

なおみ園

主幹兼支援係長

支援員

糸際第 二厚生園

管囃栄養士

なおみ園 支援員

糸ra第二厚生園

副劇長兼省理課長

支援課長

渓泉寮  支援課長
支援員

のでヌダ、園 支援員

糸輝学饉 支援諜長

理事兼総務企画部長

令 3.2.22



工 事業団主催研修
(ア )所属長・副所属長・課長研修

種   類
受講

人員
研  修  内 容 講   師 実施月日

トップマネジメ

ント研修 21

誹:話

講義

「帝R織運営とジーダーシップ聾

～ガバナンスの強化と透明性の向上～

講義

「入材育成、動機付けとモチベーシ

ョン管理」

講義

「
lスl通 しの良い職場崇境作り,こつい

て』～言語・井言語コミュニケーシ

ョン～

講義

「人生 100年 時代のメンタルヘル

ス」～ゾークライフ・バランスがマ

ネジメン トの鍵～

理事長

常務理事兼事務局長

理事兼総務企画部長

ことの薬

クローバー代表

松本 久美子 氏

男l府大学

教授 佐藤 敬子

令 2.10.7

ミドルマネジメ

ント研修 18

訓話

講義

「ミドルマネージャーtこ求めら浄′る意識」

講義

f組織の運営管理とT鋭員育成すこついてど

講義

「職場におけるメンタルヘルス対策」

事例演習

「多様 rとするご和1用者支援の現状と

関わり方について」

～対処の在り方を考える～

理事長

鷲務理事兼事務局長

,1子事兼総務企画部長

医療法人ストレスケア

深チIt内科ク)ニック

員l院長 深,11富美代

医療法人ストフスケア

深川肉科クリエック

昌
~l院
長 深川富美代

理事兼総務企画部長

総務企画部副1部長

令 2,9,9



(ア)所属長 。副所属長 。課長研修

種   類
受講

人員

研  修  内  容 講   禽iF 実施月日

新任管理職・

新任課長研修

(前期)

4

瞬lH言舌

講義

鞄 繊への貢献と役害ほについて」

講義

「新任管理職及び新任課長に求める

こと聾

講義

「意区的・計画的なOJTの 実施 J

洟習

r研修のまとめど

～研修を振り返つて、実行プランを

作成」～

理事長

営務理事兼事務局長

理事兼総務企画部長

企脚i課長

常務理事兼事務局長

理事兼総務企画部長

理事

兼本部付き所属長

令 2.6.15

新任管理職・

新任課長研修

(後期)

4

誹i話

講義

汗幹都職員に求められることこ

講義「健今_な事業運営を行 う管理者、

責任者になる」

講義

「事業翻第6舞l申長期計画とこれか

らの見通し」

演習

「上半期を終えての総括とこれから」

～高存期作成の実行プランを振 り返 つ

て～

理事長

常務理事兼事務局長

理事業総務企画部長

顧1部長兼総務課長

常務理事兼事務局長

理事兼総務企l画部長

企画課長

令 2.10t19



(イ )一般研修

種   類
受 講

人員

研 修 Fメ再 容 講   師 実施月日

新採用職員研修

(後期 )

17

奇‖言き

講義「我々の贈瞬は理喩実現の場J

～できていますかど利ナH者主体～

講幾「事業国各所属事業内容の理解

について」

講義 「事業国職員の自党についてJ

演習「半年間を振り返ってJ

理事長

理事兼総務企画部長

総務企醐 偏唾部長

市務理事栄事務局長

常務理事兼事務局長

理事兼総務企画熟長

企陣「課書記

令 2,11,4

新採舜l職員

就業講研修

(令琴博γ酔月1日

正規採用予定を)

26

(本割
`研
修)

訓話

二艤 『始 磨桧 絲 騨 楽団lD綿鞍 び

職員としての心構えについてJ

講義 梃霧改曖翻 Ⅲ等について」

B碑義「権不l擁護及び虐待防止について」

融義 1人事を課及び目標管FF_にf)いて」

C万脚 惨

理事長

常務理事兼事務局長

攀 躙 企購 阪

企師礫長

総務企画部副謀
`長

各所属

令 3.3.2

令 3.3,3
～ 3. 4

一―̂般職員研修 18 あいさつ 。訓話

講義「組織の中における役割 ,こついて」

議義 I私たちに求められていること」

講義「福祉サービスの概要について」

講義 「事業題における各サービスの

収支状況等について↓

講義 「権利擁護と虐待防止ど

演習・グループフーク

「入職後のふりかえりこ

理事長

常務理事兼事務局長

難卿撻観解激璃暖

企画課長

総務企画部副蓄ヽ長

主幹兼総務係長

常務理事兼事務局長

裂慕鵜俗籐盗llみ i喜る長

理事

兼本部付き所属長

企画課書記

令 2,7.27



(イ )一般研修

種   類
受講

人員

研 修 内 容 講   師 実勉月日

総播機能育成

研修

18 あいさつ 。訓話

謙義「総括職員としての役割についてぃ

講義「人材の育成に
フ
:〉いて」

講義 f事業団が展開する事業につい

て」～魅力ある法人運営の発信～

講義 f家族からみた施設」～もしも

自分だったら～

演習

「施設運営の関する思いと考え聾

理事長

驚務理事兼事務局長

理事兼総務企画部長

理事兼なおみ園長

大分県のぞみ園

■情4E談第二者委員

松園 尚子 氏

常務理事兼事務局長

理事兼総務企画部長

理事兼なおみ囲長

企画課長

令 2,9.29

中堅職員研修 14 あいさつ・訓話

講義「中堅崩樽員の役害1について」

講義「求められる職員像について」

講義「福社サービスのれ既要についてと

講義

「事業団における各サーどスの状況

について導

講義「確利擁護と虐待防止」

グループワーク

「チームワークについて』

理事長

常務理事兼事務局長

理事兼総務企画部長

企整露l課長

総務企慶部馬Ⅲ鶏長

ヨ鎌繊艤鯛鈎際畏

常務理事兼事務局長

理事兼総務企画謝;長

企画課書記

令 2.10,9

専門員

・轟ば専,H員研修

13 ヨr言舌

演習

「職場での私の役割と上半期の総括」

意見交換会

理事長

常務摂秦_事兼事務局長

理事兼総務企ltti部長

総務企陣i部曇ll議

`長
企画課長

令 2.11.9



(ウ )専門研修

種   類

受講

人員

研 修 内 容 縦   師 実施月日

人事考課

被考課者研修 17

あいさつ・訓話

講義「人事靭 。日標管理鰐度とは」

講幾「人事考課・目離 41の流れと自己

漆轍rの方法についてJ

演習「自己評価をしてみようJ

～日標筆理シート・入磐二転繰シートをF史つて～

グループワーク

「自己評価を振り返り、分レープ内で意

見交換を4,い、グループ毎に発表するI

常務理事兼事務局長

理事兼総務企画部長

総務企鰤榔酵常「辰

理事瀧本部/ヽ ,き lttr浄嘉授

脚 系長

令 2,7.9

人事考課

考課者研修

11

あいさつ・ヨH話

講義「人事考課制度について」～こ

れまでとこれからの期待～

講義
'留
意点及び評価基準についてご

グループワーク

「ロールプ lノ イングで育成面接 J

「ロールプレイングの振り返りJ

～よりよい育成諏:接のあり方～

理事長

常務難事兼事務局長

総務企画細蝙1部長

常務理事兼事務局長

理事兼総務企画部長

企弾「課長

令 2.9,2

強度行動障害

支援者養成研修

(基礎研・修)

41

講義「強度行動障がいがある者の

基本的理解奎

演習 「基本的な情報収集と記録等の

共有」

講義「強度行壺
'」

障がいに関する制度

及び支援技術の基本的な魚識彗

演習「行動障がいと

コミュニケーションど

演習 :強度行動障がいの背景にある

特性の理解」

実践報告

指導者研4多修了者

実践研修修 r者

B露ヨ子まぎの園

島lと園長兼管ユ平課長

糸 翔学剛

支援第二課長

郎知はぎの園

支援第二課長

兼地域課長

℃′)ぞみ輿

主幹兼看護係長

のぞみ園

主任支援員

令 2 6.  8

6. 9

令 2.11.24
ヘツ11.25



(ウ )専閣研修

種   類
受講

人員

研 修 内 容 講   師 実施月 口

強度行動障害

支援者養成研修

(実践研修 ) 14

i諄義 強度行薦力障害と生活の組立て
「え見からの提言J

演習 「危機対応と虐待防止」

演習「環境調整による

強度行動障害者の支援J

演習「障害特性の理解とアセスルトJ

実践報告

f行動障害のある者へのチームど

旗習 「記録 |こ基づく支援の評価 J

舎サli正添腱氏

垣添 元子 氏

指導者研修修了者

日酪はぎの園

副嵐l長兼管理課長

国際はぎの園

支援第二課長

隷地域課長

令 2.10。 28

～ 10.29

ア免なきあと

相談員養成研修 27

講義

「親なきあと相談室開設イノ)経緯について」

講義

「障がいのある子の『を見なきあと』じ

～ r親あるあいだJの準備～

「親なきあと相談室についてJ「『親

なきあと』のホ預談、質問事例」

講義「親なきあと問題について」

講義「年金制度について」

講義「親なきあとに関わる税についてど

,嫌義

「相続・遺言 =成年後兄制度についてご

講義

「親なきあとのためのワークライフl既

要」～人生 100年のシナリオ～

「実例でわかる !相続対策の勘所」

「親なきあとのための金融資産形成」

～親子のを後資金づくり～

講義「日常生活 自立支援事業の理解ど

議義「介護保険初皮についての理解避

講義「規なきあと相談室活動孝侵告彗

主幹兼総務係長

淡部 伸 氏

総務企画部副部長

主
'滲
兼総務係長

堀 勇 氏
蔵前 達郎 氏
胤末 理恵子 氏

二本 誠治 氏

大分県あんしんサポ

ートセンター 主事
県高齢者福ネと謀

課長構佐

地域総合支援センター

主任支援員

渓泉寮   主査
のぞみ園 主任支援員

令 2.10.30

令 2.11,13

今 2.12.1
令 2.12.8

ライアプラン

研修 9

あいさつ

講義「資産形成セミナーJ

理事兼総務企画部長

株式会社

ヒェーマンクリエイト

代表取締役

三木 誠冷 氏

令 3.2.24



(工 )特別研修 (そ の他の派遣研修 )

種   類
受講

人員

研  修  内 容 主催 場所 実施月 日

相談支援従事者

つ」任者,F修

2日 間妻―ス

7自 F僚号コース

2

2

・相談支援の日的
,抹自談支援の基本的侃点

・禅談支援にお孝するケアマネジメン

トの手法とプ即セス

・相談支援における家族支援と地域

資源の活用への視点

・障害者総合支援法等に関する理解
。事業所における芸術文イヒ濫藪ヴl支援

のあり方

・受付及び初期相談並びに契約

・アセスメント及びニーズ把握

・目標設定と計画作成

・評価及び終結

・実践研究

大分県 大分市

令 2,7
ハV  7

令 2,8
^V  8

令 2.9
令 2.H
- 11

16

17

6

7

25

5

6

サー ビス管理

黄任者,F修

(基礎 ) 4

,サービス提供の基本釣考え方

・サービス提供のプロセス

・サービス等窺用計画と佃別支援計

画の関係

・サー どス提供事業所の利用者主体

のアセスメン ト

・サービス管理責任者等の役割

'個男∬支援計画作成のポイン トと作

成手順/個別支援計画の作成
1個別支援計顧ilの実施状況の把握及

び記録方法

太分県 大分市

令 2,9,1
ハ∇  9. 2

令 2.9.10
11

令 2.9.9
ハV  9.10

令 2.9.30
～ 10. 1

令 2.9,15
ハψ  9.16

令 2.10.15
- 10.16

令 2,9。 29

-  9,30

令 2.10,21
～ 10,22

サーごス管理

責任者研修

(更新 ) 4

。障害福祉等の動向1こ 関する講義

・サービス提供の自己検章正に関する

旗習

大分県 大分 |lr

令 2.12.15
- 12, 16

令 3,1.14
ハV  l.15

令 3.1.26
-  1.27

会議実務講座

(中級 )

(通信課程 )

1 `会計処理   `予 算制度
,決算害の作成 `ノコヽ書る統術J

・税務

全国社

会福社

協議会

神奈川県 オンライン

開催

社会福祉士実曽指

導者講習会

1 ・実習指導概論

・実習マネジメン ト論

・実習プログラミング論

・実習スーパービジョン論

公益社

団法人

大分県

社会纏

大分市 令 3.1.30
- 1.31



(オ) 大分県社会福祉介護研修センター主催研修

種  類 参力「
人員

研 修 内 容 実施月 日

社会福祉施設
長研修会

1

・施設長として必要な知識を習得するとともに人材確保につながるような意

識改革を図る。
R2,11.12

社会福祉施設
給食担婆職員
職員研修
・調理員コース
・栄養士コース

3

調理員ヨース
・おいしく楽しく食べるための調理～疎下をよくする基礎矢韓識～

栄養士コース
・栄養ケアマネジメント'ケアプランを説明する上でのポイン ト
・グループワークを通じて栄養士としての役割を習得

R3.2.24

プロ意識醸成
研修

1
・プロ意識の藤震成～仕事の意欲向上のために、福祉のプロとしてのあるべき

姿と仕事のや りがいを改めて見つめなおす。
R2.12.9

アンガーマネ
ジメント研修

1 ・自身の怒 りのタイプを把握し、感情のコントロールを行 う。 R3.1. 19

障がい児 (者 )
施設職員研修

2 '日 常生活における意思決定とその支援 R3.2.16

社会福祉施設
等新任職員研
修会

7

福社職場で働くプロとして必要な基礎知識や心得等を学ぶとともに、受講者
自身が主体となり、新たな知識やr本験を通して角らの将来像を描くキャリア
パス研修を実施 し、働く意欲の向上や利用者サービスの向上を図る。

R2,9, 12

R2,9.20
R2.10.3
R2.10.18

新型コロナク
イルス対策講
座

4 ・新型ヨロナウイルス感染防止対策 R2.11.8


